
１．はじめに
一般国道２８９号は新潟市を起点として福島県い
わき市に至る総延長３４０kmの本州を横断する広
域幹線道路である。燕北バイパスは、渋滞を引き
起こす一因となっている通過交通を燕市街地から
迂回させ、市街地の交通混雑の緩和と安全の確保、
北陸自動車道三条燕インターや新幹線燕三条駅へ
のアクセスの向上を目的として計画された延長
４．７５kmの４車線道路である。当面は、事業効果
の早期発現のため、燕市井土巻～小高までの延長
１km区間を暫定２車線を建設中である。
本工事は、この暫定２車線のうちの信濃川分流
の中ノ口川に架かる朝日大橋の鋼桁製作と架設、
合成床版を行う工事であり、河川上はトラベラー
クレーンベント工法、陸上部はクローラクレーン
ベント工法を採用した。
本稿では河川上のトラベラークレーンベント工
法のうち架設と河川部に施工した杭基礎の施工に
ついて記載する。
工事概要
�１ 工 事 名：一般国道２８９号燕北パイパス

（仮称）朝日大橋上部工工事
�２ 発 注 者：新潟県
�３ 受 注 者：藤木・横河・福田特定共同企業体
�４ 工事場所：新潟県燕市朝日町～南７丁目
�５ 工 期：平成２６年１０月１０日～

平成２７年１２月２０日
�６ 工事諸元

橋梁形式：鋼８径間連続非合成細幅箱桁橋
橋 長：３９５．０００ｍ（最大支間長：５９．０ｍ）
幅員構成：車道８．０ｍ歩道３．２ｍ
総重量：約１３０２ton
床版形式：鋼コンクリート合成床版

（パワースラブ）

２．架設工事
�１ 概要および施工上の問題点
トラベラークレーン（以下TVC）で架設する
河川部の線形は、横断方向に３％勾配、縦断線形
は登り勾配で３％からレベルに変化、平面線形は
R＝６９０ｍ、桁間隔は一定の６．０ｍとなっていた。
また床版の形式が鋼コンクリート合成床版となっ
ているため、主桁ウェブ上部にスタッドジベルが
配置されていた。
�２ 軌条レールの設置とＴＶＣの固定について
スタッドジベルを避けるため主桁上に軌条受金
具（H１００＋H１５０）を６００ｍｍ以下の間隔となるよ
うに配置し、３．０ｍ程度に１箇所レールと主桁を
固定するレール固定金具を設置した。レール設置
の位置と主桁に設置したTVCのアップリフト止
め金具の位置が一緒となるので、レールを挟み込
みかつ移動用のクレビスジャッキが干渉しないよ
うに工夫したアップリフト止め装置とした。今回
選定した５０Kレールは３ｍ毎に設置した主桁との
固定金具により平面線形６９０Ｒについては、問題
なく曲げることが出来た（図―１）。
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�３ 部材運搬について
架設場所への部材運搬は最長１３０m、平面線形

６９０R、縦断勾配３％であったため、動力設備を
持たない従送台車をウインチによる牽引方式で行
なった。運搬する主桁が最長１２ｍのため、７ｍの
運搬台車２台を連結し主桁を積載できるようにし
た。また連結部の長さを変えることにより平面線
形に対応した。
主桁の架設が進むにつれて台車を牽引するワイ
ヤーの長さが変化することへの対応策として、ウ
インチは油圧式複胴を選定し、エンドレスドラム
を設置したドラムをメインの走行用とし、サブド
ラムをワイヤー尻手巻取り用とした。運搬台車の
積載の有無や、牽引ワイヤーの長さ変化によりエ
ンドレスドラムが滑る恐れがあったので、走行ド
ラムの状態確認を十分に行いながらの作業となっ
た（図―２）。

３．ベントの杭基礎工事
�１ 概要および施工上の問題点
河川部のベントの杭基礎をTVCで行う必要が
あるが、TVCのフックは１系統しかなく、クロー
ラクレーンのようにフック２系統を使用して杭に
バイブロを装着する施工ができない。また、バイ

ブロの油圧ユニットの配置場所はTVC後方の運
搬台車上に限定され、TVC前方で行なう杭打込
み時のキャプタイヤの介錯方法に工夫が必要であ
った。
�２ 施工方法
杭基礎であるＨ型鋼については、運搬台車に梁
材を設置し運搬台車の外側に吊り下げる構造とし
た。これによりバイブロ単独で直接Ｈ型鋼を装着
することが可能となった（図―３）。
バイブロの油圧ユニットからのキャプタイヤ
ケーブルについては、TVCの旋回体に固定した
小型ウインチからTVCのジブを介したワイヤー
にて行なった。キャプタイヤケーブルは６０ｍ程度
と長く、狭い桁上で取りまわしを行う必要があっ
たので、細心の注意をで介錯を行った（図―４）。

４．おわりに
トラベラークレーンで杭基礎を施工した例は少
なく、手さぐり状態で工夫を要する施工であった
がが無事故・無災害で完成することができた。
最後に、本工事を進めるにあたってご指導・ご
協力いただいた新潟県三条地域振興局の方々、な
らびに共同企業体の構成会社の藤木鉄工㈱、㈱福
田組の関係者の皆様に深く感謝申し上げます。

図―１ アップリフト止め金具施工状況

図―２ 主桁の運搬状況

図―３ Ｈ鋼杭の運搬状況

図―４ キャプタイヤケーブル取り回し状況
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